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ゼミの紹介

•ゼミの内容
　問題とは，目的の実現を危うくする事態のことです。目的を知らずしては問題を発見できません。そもそ
も組織とは何かを理解するところから，組織が抱える問題の種類や解決の方法を考えてみましょう。
　このゼミでは，概念を捉えるだけではなく，問題発見の方法や発見した問題を組織の構成員が共有す
るスキルを学びます。座学のほかに，仮想会社の運営の実際を体験して問題発見の経験を重ねます。
講師は、会社経営28年余の実績を元に，「社長の条件」も伝授いたします。
　このゼミの歴代学生は、気式会社起こせムーブメント（愛称=オッコセイ）を運営しています。この会社は
学生による実験的な経営に取り組みます。現在、構築中のサイトに「お祭りサイト=輪っしょい=」と「アン
ケートサイト」があります。会社として売上を立てたり、コラボしている民間企業に勤務してアルバイト料が
もらえたりします。

（飯箸先生のシラバスより）
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メンバー紹介

有泉　智雄（お祭りサイト担当）

古関　那由多（お祭りサイト担当、ゼミリーダ）

坂田　一眞（アンケートサイト担当）

星野　龍一（オッコセイホームページ担当、社長、SHバイト）
巻田　啓甫（アンケートサイト担当、副社長）

吉川　喜代美（お祭りサイト担当、副社長）
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その他のご協力者

株式会社サイエンスハウス　様
協力社員冨澤さん、上野さん

協力アルバイタ　細山さん、吉田さん、海老原さん、星野君

http://www.sciencehouse.jp/index.html

　　　　　　　　　　　　　　　　ホームページの作成

後藤アキラ広告制作室　様
後藤　アキラ　様

http://www.c-channel.com/c00242/

　　　　　　　　　　　　　　お祭りサイトのデザイン
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前期の活動

biglobeでの、各々のブログ作成
最近読んだ本　の説明

社長の条件、要約
http://heartland.geocities.jp/mori_biwa/my_blog/my_blog_shya01.htm

組織の盛衰、要約読み合わせ
　　　組織の盛衰―何が企業の命運を決めるのか堺屋太一 (著) 出版社: PHP研究

(1996/01)

～クリティカル・シンキングで身に付く「考える力」～
http://jibun.atmarkit.co.jp/lskill01/rensai/cri-think/think01.html
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後期の活動

作業
　　　　　　　ホームページの製作
　　　　　　　お祭りサイトの制作
　　　　　　　アンケート調査
　　　　　　　WEB情報デザインおよびhtmlの作成

ゼミコン
　 　 今日もゼミコン（懇親会）があるので4回もやったことになります。
　　　学外のご協力者や先輩のご指導を聞いた。

ただの飲み会ではなかった!!　
　　　　（飯箸先生にうまく仕組まれたのかも知れない）
　　　後藤デザイナさん、細谷先輩、吉田先輩、西山先輩など、・・・。 -6-



感想

問題発見ゼミナールに参加することで、世の中には意識しなければ
気づくことのできない問題があることを理解した。

数あるゼミの中でこの飯箸ゼミはホームページを題材にし、最終的
には利益の獲得を行うことが出来るよう取り組むという大変面白い
ものでした。

お祭りサイトを担当していた私は、今年の活動から、何億もの人々
の中で我々が作成したホームページをいったいどのようにすると多
くの人に見てもらえるのか。利益の見込みは本当にあるのかという
ことを考えさせられた。

実際にホームページの作成を行うことで、見つかる問題をどのよう
に対処すればよいのかを考えることは非常に難しいことであった。
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次年度に引き継ぎたいこと　

前期で行った輪読
　分担して読んで要約を作って合わせるという作業は、協働の楽しみと達成感

があり、楽しく内容が理解できるので、後輩にも続けてほしい

活動内容
　気式会社の活動（ホームページ作りを含む）、お祭りサイト「輪っしょい」の発
展、アンケートサイトの発展を後輩たちの力に期待したい。
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終わり
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